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以下を必ずお読みください 

著作権： 

VCDSの著作権は全て Ross-Techが保有します。VCDSを第３者に転売したり、ソフトに
手を加えたりすることは Ross-Techの書面による許可なしでは禁止されています。 
 

免責事項： 

VCDSのダウンロードまたは使用にあたって PC及び車両に発生し不具合について、Ross-
Techおよび Second Windは一切の責任を負いません。VCDSは使用者の責任と判断にお
いて購入、使用してください。Ross-Techは完璧な製品を目指して開発に取り組んでいま
すが、これは全ての車の全てのシステムでの動作を保障するものではありません。 
 

保証期間： 

ケーブルが故障した場合、お買い上げから 1年間は無料修理とさせていただきます。ただ

し、正常な使用範囲での故障の場合に限ります。返品の際の送料等はご負担くださるよう

お願いします。 

無料保証期間を過ぎた場合は、有償修理となります。その際の費用などについては直接お

問い合わせください。 

 

エアバッグシステムに関する注意事項（2000 - 2001 Golf / Bora / Beetle）：  
上記車種のエアバッグコントローラーには、VCDSでスキャンすると警告灯が点灯したま
まになってしまうものがあります。パーツナンバー6Q0 909 605 Aのコントロールモジュ
ールです。このパーツナンバーはコントロールモジュール本体を直接確認しないとわかり

ません。そのため、パーツナンバーが特定できない場合には、エアバッグのコントロール

モジュールはスキャンしないようにしてください。 
VCDSは誤ってエアバッグシステムをスキャンしないように設定されています。エアバッ
グシステムをスキャンする前には必ず操作を確認するダイアログボックスが現れ、誤操作

を防ぐようになっています。 

 

VCDSの動作に関する注意事項： 
・Windows 2000 SP1 (Service Pack 1)と VCDSの相性は良くないようです。もしこの OS
を使用している場合、SP4に変更することをお薦めします。 
・コントロールモジュールにアクセスするときに【Can’t Sync Baud Rate】のメッセージ
が現れたら、Option Screenで Start Baudを 9600にセットしてください。9600でも同じ
メッセージが出たら、4800 、1200を順に試してください。Baud Rateを変更した場合は
一度イグニッションを OFFにしてから操作を繰り返してください。 
・1997 年から VW/Audiはステレオからの情報を ECUで処理できるようなシステムを導入
しました。この「Kライン」と呼ばれるシステムに対応した純正ステレオを社外品に交換
している場合、コンピューター診断ツールを壊してしまう恐れがあります。 

Ross-Tech製のケーブルにはこのトラブルを防ぐための安全機能が付いています。OBDポ
ートコネクター部に付いている LEDです。イグニッションを ONにして OBDポートにケ
ーブルを接続したとき、この LEDが赤く点灯したら読み取り作業は中止してください。
LEDが緑に点灯すれば問題ありません。この問題に対処するためには、ステレオを取り外
しハーネスの下図の矢印で示した 3番の配線をコネクターから外してください。 
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VCDS - Getting Started 
 
Ross-Techのホームページ(http://www.ross-tech.com/vcds/download/current.html)で最新の
VCDSソフトをダウンロードし、PCにインストールします。PCのデスクトップなどにフ
ァイルを保存します。ファイルを開き VCDSソフトを PCの適当な場所（C\Program Files
など）にインストールします。 
  
シリアルまたは USBのコネクターを PCのポートに差し込みます。 

 
シリアルケーブルを使用する場合は次ページに進ん►
でください。USBケーブルを使用する場合は、コネ
クターを差し込むと右のようなメッセージが自動的に

現れます。 
 

 
 
◄ インストールの方法で「一覧また
は特定の場所からインストールす

る」にチェックを入れ、[次へ >]を
クリックします。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
「次の場所で最適のドライバ► 
を検索する」と「次の場所を含

める」にチェックを入れ、[参
照]をクリックし VCDSソフト
をインストールしたフォルダを

指定します（デフォルトでは

C:\Program Files\VCDSです）。 
[OK] をクリックします。  
 
 

 
 

 
 

 
 
 
◄  [次へ >]をクリックするとイ
ンストールが開始されます。.  
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右のようなメッセージが現れ►
たら [続行]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◄  [完了]をクリックして終了です。 
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ケーブルを OBDポートに接続します。► 
 
 
 

 
 

 
 
 
◄ 2x2ポートの場合は別売りのアダプターを使って接
続します。 
 
 
 
 

 
イグニションを ONにします。エンジンは始動させても停止状態でもかまいません。 
 
 
 
スタートメニューまたはデスクトップ上のアイコンから VCDS
ソフトを起動させます。► 



Main Screen右下の [Options]をクリックし Options画面を開きます。. 
 
 
◄ 画面左上の Select COM Portでポートを選
択します。シリアルケーブルの場合は通常

COM１、USBケーブルは USBを選択し[Test]
をクリックします。VCDSがケーブルを認識
し、下のようなメッセージボックスが現れま

す。 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
• Interface Status が “Not Found!” の場合、ケーブルの接続状態を確認してくださ

い。シリアルケーブルの場合は車側から電源が供給されるので、イグニションが

ONの状態でないとケーブルが認識されません。 
• ケーブルの種類が“Type”に表示されます。 
• “Version”にはケーブルのファームウエアバージョンが示されます。VCDSによ

ってアップデートを促される場合があります。指示に従ってファームウエアをア

ップデートしてください。 
• K1または K2 が “OK”にならない場合、OBDポートがショートまたは接続不良に

なっています。“CAN“には車が CAN-Bus に対応しているかどうかが示されます。 
 

異常がなければ[OK]をクリックし、Options画面に戻って[Save]をクリックします。Main 
Screenに戻ります。 

これで VCDSが使えるようになります。 
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VCDS - Main Screen 

  
 

 
VCDS起動させると上の画面が現れます。. 
 
この画面には 8個のボタンがあります。 
 
[Select] 
 
[Auto-Scan]  
 
[Control Module Finder]  
 
[OBD-II] 
 
[Applications]    
 
[Options]    
 
[About]   
 
それぞれのボタンについてはマニュアル内で個別に説明します。.  

 6

 
[Exit]をクリックすると VCDSは終了されます。 



VCDS - Select Control Module  
 

 
車に搭載されている様々なコンピューターは“Control Modules(コントロールモジュール)” 
又は“Controllers(コントローラー)”と呼ばれます。この画面からはアクセスしたいコントロ
ールモジュールを選択することができます。例えば、[01 – Engine]をクリックするとエン
ジンコントローラー(ECU)にアクセスできます。VCDSにはディーラー診断ツール VAS-
5051と VAS-5052が現在サポートしている全てのコントローラーのアドレスボタンがあり
ます。  

Module Tabs (モジュール タブ) 
画面上のタブをクリックすると以下のカテゴリー別コントローラーグループ画面が表示さ

れます。Common (一般)、Drivetrain (ドライブトレイン)、Chassis (シャーシ)、
Comfort/Conv.(コンフォート/コンビニエンス)、Electronics 1 (エレクトロニクス 1)、
Electronics 2 (エレクトロニクス 2) 

それぞれのコントローラーには、[01-Engine]のように番号が付けられています。これはデ
ィーラー診断ツールのマニュアルに記載されている番号に対応しています。  

Direct Entry (ディレクトエントリー) 
左下”Direct Entry”に直接コントローラーのアドレスを入力してコントローラーにアクセス
することもできます。ボックス内にアドレスを入力し[Go!]をクリックしてください。 

Main Screenに戻るには[Go Back] をクリックします。 
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注意: 全ての車にこの画面で表示されるコントローラーが備わっているわけではありませ
ん。 
 



VCDS - Open Controller 

  

VCDSがコントロールモジュールにアクセスするとこのような画面になります。 

Comm Status (通信状態)  

左上の”Comm Status”には VCDS とコントロールモジュールとの通信状態が表示されます。 

• IC= 通信セッションが初期化された回数を表示します。1を超える場合は通信が
安定していないことを示します。  

• TE= 送信エラーの回数を表示します。０を超える場合は通信が安定していない
ことを示します。 

• RE= 受信エラーの回数を表示します。０を超える場合は通信が安定していない
ことを示します。 

• Protocol (プロトコル) はコントロールモジュールの通信プロトコルを表示しま
す。 
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• 回転するカーソルは通信が行われていることを表します。. 
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Controller Info (コントローラー情報) 

コントローラーとの通信が正常に行われると、コントロールモジュールの”Identification” 
データ(認識データ)が表示されます。 

• VAG Numberはコントローラーの VW/Audiパーツナンバーです。 

• Componentにはコントローラーに関するパーツナンバー以外の認識データやコ
ントローラーのファームウエアのバージョンナンバーが含まれています。  

• Soft. Codingはコントローラーのソフトウエアコーディングナンバーです。比
較的古いコントローラーにはコーディングができないものもあり、代わりに

Boschのパーツナンバーやその他の情報が表示されることもあります。 

• Shop #は最後にコーディングやアダプテーションを行った診断ツールに登録さ
れているWorkShopCode(ワークショップコード)が表示されます。  

• Extraには VINやイモビライザーの情報、従属するコントローラーのパーツナン
バーなどが表示されます。 
 

Basic Functions (ベーシックファンクション) 
これらの「安全」な機能はコントロールモジュールの様々なデータを読み取るためのもの

です。 

Advanced Functions (アドバンストファンクション) 
これらの機能を使うとコントロールモジュールの様々なプログラムに変更を加えることが

できます。これらの機能を使用する場合には必ずリペアマニュアル等を参照してください。

不適切な操作は車を走行不能にしたり、部品の損傷を引き起こす原因となります。 

いくつかのボタンがクリック不可の状態になっていることがありますが、各コントローラ

ーがサポートする機能のボタンのみ使用可能になります。それぞれの機能については各項

目で詳細を説明します。 

 

Open Controller画面を閉じて Select Control Module画面に戻るときは[Close 
Controller, Go Back - 06]をクリックしてください。 

 



VCDS - Fault Codes  
(VAG 1551/1552 functions 02 and 05) 

  
この画面では DTC (“Diagnostic Trouble Codes”)、通称フォルトコードを見ることができま
す。 VCDSではフォルトコードだけでなく、その内容を表す記述も併せて表示します。 

画面上の欄には VAGパーツナンバーとコンポーネントナンバーが表示されます。 

5桁または 7桁の数字は VAGのフォルトコードです。ディーラーのリペアマニュアルで詳
細を検索することができます。括弧内のアルファベットと数字の記号は DINパーツナンバ
ーです。その右側に簡単な不具合の説明が表示されます。2行目表示されているのは Pコ
ードと呼ばれる OBDⅡプロトコルによる認識コードです。 
 

Display Freeze Frame Data チェックボックスはフォルトコードのフリーズフレームデー
タを KWP-2000または CANプロトコルによって付加することができます。 
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注：現在のところフリーズフレームデータを呼び出せるのはごく一部のモデルだけです。

フリーズフレームをサポートしていない車の場合、このチェックボックスは表示されませ

ん。



 

[Print Codes]でフォルトコードの結果を印刷することができます。PCがプリンターにつ
ながれていない場合は、あらかじめプリンターの設定を「オフライン作業」にしておき、

PCをプリンターに接続してから「オンライン作業」にして印刷を実行してください。 

[Copy Codes]でフォルトコードをウィンドウズのクリップボードにコピーし、それをワー
ドなど他のアプリケーションソフトに貼り付けることができます。 

 [Save Codes]でフォルトコードの結果を PCの C:\ross-tech\vcds\Logs\ディレクトリーに
保存することができます。  

[Clear Codes - 05]でフォルトコードをコントロールモジュールのメモリーから消去する
ことができます。これはフォルトコードの原因を解決するものではないので、かならず原

因となる不具合を直してからフォルトコードを消去するようにしてください。 
 
[Done, Go Back]で Control Module画面に戻ります。 
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VCDS - Measuring Blocks  
(VAG 1551/1552 function 08) 

  
この画面でコントロールモジュールからあらゆるデータをリアルタイムで読み取ることが

できます。 
 
[Up]と[Dn]で 000番から 255番のコントロールモジュールを選択します。”ERROR; 
Group xxx Not Available”が表示されることがありますが、全ての番号に対応するコントロ
ールモジュールが存在するわけではありません。抜けている番号もあります。 
また Groupボックスにグループ番号を入力してコントロールモジュールを選択することも
できます。 
メジャリングブロックで表示されるデータはコントロールモジュールや年式、車種によっ

て異なります。ディーラーのリペアマニュアルに記載されているグループもありますが、

リペアマニュアルに載っていないグループも数多くあります。メジャリングブロックが他

に悪影響を与える可能性はないので、自分でいろいろなグループのデータを探ってみてく

ださい。 
 
 
[Log]でこの画面で表示させたデータを記録することができます。詳しくは Data 
Logging(データロギング)の説明を御覧ください。 
 
 
[Switch to Basic Settings]で現在表示中のデータの Basic Settings画面に移動することが
できます。ただし、この機能は参照できる適切なサービスマニュアルがない限りは使用し

ないようにしてください。そのためこのボタンは通常はグレーで表示されています。 
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VCDSではコントロールモジュールの「生の」データを、℃や km/hなどのわかりやすい
単位に変換して表示することができます。 
 

注：グループ 000番や他のいくつかのグループは 4つではなく、例外的に 10個のデ
ータを処理しています。この場合、データに単位をつけて表示することはできません。

また、これらは画面の一番上の一列目にだけ表示することができます。 
 

VCDSはそれぞれのデータがどういう意味を持つかについてできるだけわかりやすい形で
表示できるように作られていますが、コントロールモジュールから送られる生のデータに

は必要な情報が含まれていない場合もあります。例えば、あるデータが Temperature(温
度)であるということはわかっても、それが冷却水の温度なのか、油温なのか、吸気温なの
か表示することができないことがあります。 
 
この問題を解消するために、VCDSは Label Files(ラベルファイル)を利用しています。特
定のコントロールモジュールのラベルファイルが存在しない場合、VCDSはそのデータが
何を意味するのかできる限りの推測をするようになっています。 
 
  Label Files (ラベルファイル)：様々なコントローラーに対応するデータが PC内の

VCDSファイルの中に製品と一緒にダウンロードされ保存されています。表示させて
いるコントローラーに対応するラベルファイルが存在する場合は、画面左上にラベル

ファイル名が表示されます。もし該当するファイルが存在しなければ、None (なし) 
が表示されます。VCDSはまず、PC内のラベルファイの中から TEST-xx.LBLという
ファイル（xxは 01:エンジン、03:ABS、15:エアバッグなどのような、コントローラ
ーアドレスを指す）を探します。該当するファイルが見つかれば、それを読み込みま

す。それが見つからない場合には、xxx-xxx-xxx-xx.LBLというファイル (xxx-xxx-xxx-
xxは 06A-906-018-AGのようなコントローラーのパーツナンバー) を探します。この
ファイルが見つからなければ、最後のアルファベット 2文字以外の xxx-xxx-xxx.LBL
というファイルを探します。どのファイルも見つからない場合には VCDSは「推測」
によってできる限りわかりやすい説明を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グループ 000番は特別な表示方法になっています。この場合、データの表示領域をクリッ
クするとラベルファイルは「ふきだし」の形で表示されます。 

 

データの表示領域をクリックすると、「ふきだし」の形でデータの付加情報が表示されま

す。 
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Sample Rate (サンプリングレート): 例えば 97年式 VR6の ECUからは 1秒間に 4.0個の
サンプルを取り出すことができます (1つのグループを読み取っている場合)。この ECUは
9600 baud (baud＝1秒間に何回復調ができるかを表す単位) の通信速度ですが、もっと新
しい ECUは 1040 baud以上です。同時にいくつものグループを表示させる場合は通信速
度は低くなり、2つのグループの場合は 2.0個、3つのグループの場合は 1.3個程度になり
ます。サンプリングレートは他の条件 (コントローラーの種類、PCの性能など) によって
も変わります。. 

KWP-2000と CANを使用している ECUの場合は[Turbo]ボタンがこの画面の右上に表示
されます。このボタンをクリックするとサンプリングレートがアップします。例えば、1
つのグループを表示しているときのトゥアレグでは 1秒間に 30個となります。一度
[Turbo]ボタンをクリックするとこの画面を終了するまでその状態が保たれます。 

 

[VC-Scope]をクリックすると、プラグインソフトの VC-Scope が起動します。詳しくは
VC-Scopeの説明を御覧ください。 

 

車速(km/h) を含むグループを表示しているとき、[Acceleration]をクリックすると 
Acceleration Measurement (加速測定) ウインドウが開きます。開始速度と終了速度、距離
を入力することができます。測定したい数値を入力し、[Start]をクリックして測定を開始
します。[Save]をクリックして結果を PCの C:\Program Files\VCDS\Logsディレクトリー
に保存することができます。 

[Done, Go Back]をクリックすると Open Controller画面に戻ります。 
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VCDS - Data Logging 
Measuring Blocks画面のデータは .CSV ファイル形式で記録することができます。記録
したデータはエクセルなどを使って編集することができます。  

 

[Start]、[Stop]、[Resume]は全て同じボタンで操作します。[Start] で記録を開始します。  

 

  
 

[Stop]で記録を終了します。 
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[Resume]で記録を再開します。 
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Export RPM Onlyにチェックを入れると左端に表示されているエンジン回転数のみを記録
することができます。 

[Marker]をクリックするとファイル上に 1から順番に数字が記録されます。後でデータを
処理するときの目印として使用できます。 

[Browse]をクリックすると記録ファイルの保存先を参照し、変更できます。デフォルトの
設定では、記録は VCDSディレクトリ中の LOGSフォルダ内に保存されます。  

デフォルトの設定では記録したファイルの名前は「コントローラーのパーツナンバー＋グ

ループの番号」となっています。この名前は変更可能です。 

LOGファイルを[VC-Scope]で見ることもできます。詳しくは VC-Scopeの説明を御覧く
ださい。 



VCDS - Single Reading 
(VAG 1551/1552 function 09) 

 

  
 

この画面はこの機能をサポートしているコントロールモジュールのリアルタイムデータを

読み取ることができます。ただし、この画面では表示されるデータは数字のみとなります。

単位その他の情報を表示することはできません。 

Open Controller画面に戻るには[Done, Go Back]をクリックします。 
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VCDS – Supported Codes 
 

  

 
Supported Codes (サポーテッドコード)  この機能が備わった最新のコントロールモジュ
ールでは、フォルトコードとその状態(Failure Mode)を併せて表示することができます。 

画面右側ラジオボタンで並べ替え(ソート)ができます。 

[OK]で Open Controller画面に戻ります。 
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VCDS - View Readiness 
(VAG 1551/1552 function 15) 

 

  

 
Readiness Code (レディネスコード) は 8ビットコードで、それぞれの数字が OBD-Ⅱモ
デルの排気ガスモニターシステムの項目に割りふられています。全ての数字が”0”の場合は
全てのシステムがコントローラーによってチェックされオンボードテストで”Passed (問題
なし)”の結果が出ていることを示します。 
 
フォルトコードを消去したり ECUの電源を切るたびに、このレディネスコードは”Failed 
(問題あり)”にリセットされます。8項目が全ての車に備わっているわけではありません。
その場合車に備わっていない項目は自動的に”Passed”が表示されるようになっています。  

上はフォルトコードを消去した直後の画面です。この画面から EGR、Catalyst Heating、
Air Conditioningのモニター機能はこの車両には備わっていないことがわかります。  

全ての項目のテストが完了する時間には幅があります。全ての項目が”Passed”になるには
様々な運転状況を含む数日間を要することもあります。 

Open Controller画面に戻るには[Go Back]をクリックしてください。 
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VCDS - Advanced Identification 
(VAS 5051/5052 “Identification Services”) 

 

 
 

この機能は VAS-5051/5051の"Identification Services"に相当します 

Advanced ID (アドバンスト ID) 機能は KWP-2000と CANプロトコルだけがサポートして
います。 

注意：この画面で表示できるデータの数はコントロールモジュールによって異なります。

赤字の"N/A"はそのコントロールモジュールでは表示できないことを表します。例えば 
Chassis Number (シャーシナンバー) などは、その情報がコントローラーに記憶されてい
なければ表示することはできません。 

[Copy]で表示されたデータをウインドウズのクリップボードにコピーすることができます。 

[Save]で PC内の VCDSディレクトリにテキスト形式で保存することができます。 
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Open Controller画面に戻るには[Go Back]をクリックしてください。 



VCDS - Advanced Measuring Blocks 

 
 これは Measuring Blocks (メジャリン
グブロック)の機能を拡大したもので、
12 の異なるグループから 12 個までの
データを同時に表示できます。この機

能はアクセスしているコントロールモ

ジュールのラベルファイルが存在する

ときにのみ使用可能です。 
 
 
 
 
Advanced Measuring Blocksには 2つ
の画面があります。上の画面の他に、

右のような画面が表示されます。これ

は Item Selection Window （アイテム
選択ウインドウ）で、表示したい項目

にチェックを入れ、非表示にしたい項

目はチェックを外します。 
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VCDSは Advanced Measuring Blocksで一度表示させた項目のリストを保存することがで
きます。任意に選んだ複数の項目リストを保存し、同じ項目をすばやく表示できます。リ

ストを保存するには、 Item Selection Window の左上にある VCDS ロゴをクリック
し、”Save selection to file”を選択します。 

必要に応じて保存するファイルに名前を付けることができます。保存されたリストを開く

ときは、Item Selection Windowの左上にある VCDSロゴをクリックし、”Load selection 
file” を選択します。開きたいファイルを選択し、[Openをクリックします。 

 

[Turbo]でサンプリングレートを高めることができます。 

[Graph]で VC-Scopeを起動させることができます。 

[Log]でデータを記録することができます。  

[Done, Go Back]をクリックして Open Controller画面に戻ることができます。 
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VCDS – Acceleration Measurement 
 

 
 

車速(km/h) を含むグループを表示しているとき、[Accelerationをクリックすると 
Acceleration Measurement (加速測定) ウインドウが開きます。開始速度と終了速度、距離
を入力することができます。測定したい数値を入力し、[Start]をクリックして測定を開始
します。[Save] をクリックして結果を PCの C:\Program Files\VCDS\Logsディレクトリ
に保存することができます。 
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VCDS - Login 
(VAG 1551/1552 function 11) 

 

  

 
Login (ログイン)機能は Recode (コーディング)や Adaptation value (アダプテーション値) 
を変更する際に必要になる場合があります。このログインコードはリペアマニュアルで調

べることができます。 

イモビライザーの場合は[Use 7-digit PIN/SKC]を選択し 7桁の Secret Key Code (シーク
レットキーコード)を入力します。詳しくは該当の項目を参照してください。 

「ふきだし」：VCDSはラベルファイルに情報が含まれている場合に、ログインの”一覧”
を表示することができます。カーソルを Enter Login Codeのボックス上に乗せると「ふき
だし」の形でこの情報が表示されます。  

[Do It!]でログインを実行し Select Function画面に戻ります。 

[Cancel]でログインをキャンセルし Select Function画面に戻ります。 

 

コントロールモジュールとの通信

が中断し画面右上に右のようなメ

ッセージが表示された場合、一度

前画面に戻ってもう一度ログイン

手続きを行ってください。► 
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VCDS - 7-digit PIN/SKC  
 

  

 
7-digit PIN/SKC (7桁シークレットキーコード) ダイアログはキーの登録、イモビライザー
Ⅲのアダプテーションで使用します。 

以下の情報を入力する必要があります。 

• イモビライザーの ID番号に対応したディーラーが作成した 7-digit PIN/SKC  
• SKCが作成された日付 
• SKCを作成したディーラーのWorkshop Code (ワークショップコード) 
• SKCを作成したディーラーの Importer Number (インポーターナンバー) 

7桁シークレットキーコードはこれら全ての情報が揃っていなければ使用できません。 
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全ての情報を入力したら[OK]をクリックします。入力した情報に誤りがある場合は下のよ
うなメッセージが現れます。 

  

 

 

SKCの入力が正しく行われると前の画面に戻ります。 
ログインまたはアダプテーション値には”XXXXX”の表示になります。 

  SKCについて：(SKC) シークレットキーコードはディーラーから手に入れるしか方法
はありません。2002年以前は 4桁の SKCが使われる場合がありました。2002年以降
はWIN2という新しいシステムを採用し、7桁の SKCに変わりました。現在は GEKO
という最新のシステムを採用するディーラーが多くなっています。このシステムでは

オンラインでつながれた診断ツールを車に接続するだけで SKCを処理できます。
VCDSはこの GEKOシステムには対応していません。 

ディーラーの診断ツールとは異なり、VCDSでは一度使用した PINを何度でも使い続ける
ことができます。 

[OK] ボタンをクリックして確定し、Loginまたは Adaptation画面に戻ります。  

[Cancel]ボタンで作業を中止し、Loginまたは Adaptation画面に戻ります。t 

 



VCDS - Basic Settings 
(VAG 1551/1552 function 04) 

 

  

 
Basic Settings (ベーシックセッティング) はメジャリングブロックと似ています。表示グ
ループもメジャリングブロックと同じですが、ベーシックセッティングではコントロール

モジュールが様々な調整を行います。 

注意! 
この機能を使用する場合には必ずリペアマニュアル等を参照してください。不適切な操作

は車を走行不能にしたり部品の損傷を引き起こす原因となります。 

[Up]、[Dn]を使って表示グループを選択することができますが、これは誤って意図しない
コントロールモジュールをベーシックセッティングモードにしてしまう恐れがあるためな

るべく使わないようにしてください。 

ボックス内にグループナンバーを入力して [Go!] をクリックすると、コントローラーに直
接アクセスできます。 

[Switch to Meas. Blocks]で Measuring Blocks画面に戻ります。 

[Done, Go Back]で Open Controller画面に戻ります。 
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ベーシックセッティング中に[Log]でデータを記録することができます。詳しくは Data 
Logging (データロギング) の項目をご覧ください。 



VCDS - Output Tests 
(VAG 1551/1552 function 03) 

  

 
Output Tests (アウトプットテスト) はコントロールモジュールの電気的出力信号(とコント
ロールモジュールにつながれている様々のパーツとの接続状態) をテストする機能です。
KWP-2000プロトコルの場合にはコントロールモジュールからのデータを同時に表示する
こともできます。 

アウトプットテストを実行するには [Start/Next]をクリックしてください。 

注意：この機能でテストできる出力信号とその一連の手順はコントロールモジュールによ

って決まっています。診断ツールの能力によるものではありません。どの出力信号がテス

トできるかについてはリペアマニュアルを参照してください。 

テストが開始された後[Done, Go Back]をクリックすると Open Controller Function画面
に戻ります。アウトプットテストはこの場合でも中断されずに行われた状態のままになり

ます。  

. 

アウトプットテストのなかには実行する前に一定の手続きが必要なものがあります。フュ

エルインジェクターはその一例です。フュエルインジェクターのアウトプットテストを実

行するにはアクセルペダルを踏み込まなければなりません。詳細はリペアマニュアルを参

照してください。 
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通常アウトプットテストはエンジンが停止した状態でのみ実行可能となります。 



Selective Output Tests (選択式アウトプットテスト)：この機能をサポートするコントロ
ールモジュールで使用可能です。この機能では一つの出力信号だけを選択しテストするこ

とができます。モジュールによってはこのやり方でしかテストできないものもあります。

この機能を使うためにはラベルファイルにデータが登録されている必要があります。 
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注意：アウトプットテストは車が動いているときには絶対に実行しないでください。ABS
システムのアウトプットテストはブレーキシステムを一時的に機能させなくします。 

アウトプットテストは必ずリペアマニュアルなどを参照し、手順を把握したうえで行って

ください。 

エアバッグコントローラーのアウトプットテストを実行する前には、手続きを続行するか

どうかを確認するための次のようなメッセージが現れます。 

 

例えばトゥアレグの場合、エアバッグコントローラーのアウトプットテストをした後に特

定の手続きを行わないとエンジンをかけることができないようになっています。 

 

[Done, Go Back]で Open Controller画面に戻ります。 
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VCDS - Recode or Long Coding 
(VAG 1551/1552 function 07) 

 

  

 
Recode (コーディング) はコントロールモジュールの様々なオプションを選択/設定する場
合に行います。  

コントロールモジュールによってはコーディングの前にログインの手続きが必要になる場

合があります。 

注意！ 
コントロールモジュールのコーディングを変更するときには必ずリペアマニュアル等を参

照してください。その場合でも変更前のコーディングナンバーは書きとめておくようにし

てください。一度コーディングを変更すると、元の番号は完全に消去されてしまいます。 

 
 
VCDSはラベルファイルに必要な情報が含まれてい
る場合、コーディングの「一覧」を表示することが

できます。20行までのコーディング一覧がデータ
としてラベルファイル中に保存できます。このデー

タは「ふきだし」の形で表示されます。► 
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VCDS独自の機能としてWork Shop Code (ワークショップコード)を入力しなくても済む
ようになっています。Importer Number (インポーターナンバー) は KWP-2000を使用する
コントローラーのコーディングの際だけに必要です。デフォルトの設定では Option画面で
Importer Number を設定しない限り変更されないようになっています。 

 

VW 車のエアバッグコントローラ

ーをコーディングする際に VCDS
は適切なコーディング番号のヒン

トを表示することができます。

(ただしこれは正確な番号である
ことを必ずしも保証するものでは

ありません。)入力した番号が適
切でない場合、コントローラーは

変更を受け付けずコーディングは

00000のまま変更されません。 

 

 

適切なコーディング番号を VCDSが自動的に表示しない場合でも、Manual Index Inputの
ボックスが表示されるときにはボックス内にインデックスナンバー (コントロールモジュ
ールに貼られているステッカーに記載) を入力し[Suggest]をクリックすると、コーディン
グ番号のヒントが表示されます。 
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Long Coding (ロングコーディング) 

この機能は CANを採用している最新車種のコントロールモジュールのコーディングを行
う際に必要になります。ロングコーディングの場合はコーディング番号が非常に長く複雑

なため、入力は「コピー＆貼り付け」で行うこと推奨します。 

 

 

Long Coding Helper (ロングコーディングヘルパー) はアプリケーションソフト
の ”LCode.exe (VCDSソフト中に含まれています)” で使用することができます。 
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ロングコーディングヘルパーで任意の変更を行った後、[ESC]キーまたはウィンドウの x
ボタン、または左上の Exit ボタンをクリックしてアプリケーションを終了すると、自動的
に新しいコーディングが VCDSに送られ Coding画面に戻ります。 

 

 Coding of Slave Modules (スレーブモジュールのコーディング) 最新車種では"slave=従
属する" モジュールの多くがコーディング可能です。コーディング画面ではコーディング
可能なモジュールの一覧を見ることができます。 
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Battery Coding Assistant （バッテリーコーディングアシスタント）はコーディング機能
の一部で、バッテリー交換の際のコーディングに使用します。これは 61-Battery 
Regulation モジュール内で行います。  
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VCDS – Adaptation / Long Adaptation 
(VAG 1551/1552 function 10) 

 

  
Adaptation (アダプテーション) 機能はコントロールモジュールの数値やセッティングを変
更するときに使います。  

注意！アダプテーションを行う際には必ずリペアマニュアル等を参照してください。  

Channel Number横の [Up]、[Dn]ボタンで使用可能な 99番までのチャンネルをスクロー
ル表示することができます。またはチャンネルナンバーを直接入力し[Read]をクリックし
ます。チャンネルが存在する場合には Stored Value (保存されている数値) が表示されます。
該当するチャンネルが存在しない場合は "N/A = 使用不可” が表示されます。画面上の 4つ
の表示領域にはコントロールモジュールから送られるデータが表示されます。 

目的のチャンネルを表示させた後に New Value横の [Up]、[Dn]ボタンで新しく入力する
数値を選びます。または数値を直接ボックス内に入力することもできます。数値が決定し

たら[Test]をクリックします。コントローラーは一時的にこの数値に変わります。([Test]
ボタンで設定した数値はコントローラーがオフにされるまでの間保存されます。) 

新しい数値で問題がない場合は[Save]をクリックして設定を保存します。 
 
[Add to Log]でアダプテーション中のデータを記録することができます。 
 
チャンネル 00は特別なチャンネルです。チャンネル 00で[Save]をクリックすると全ての
数値がデフォルトの設定にリセットされます。この機能をサポートいていないコントロー

ラーもあるので、リペアマニュアルで確認してください。 
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[Done, Go Back]で Open Controller 画面に戻ります。 



VCDS - Security Access Screen 
(VAG 1551/2 Function 16, KWP-2000 only) 

 

Security Access (セキュリティアクセス) 機能は KWP-2000を使用する一部のコントロー
ルモジュールでコーディングやアダプテーション値の変更を行う際に必要になります。有

効なログインコードはリペアマニュアルに記載されています。  

ラベルファイル内にデータが存在する場合にはセキュリティアクセスコード一覧が利用で

きます。カーソルが Enter security access key の入力ボックス上に重なると「ふきだし」
の形で表示されます。 
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VCDS – Auto Scan 
(VAG 1551/1552 function 00) 

Auto Scan (オートスキャン) 機能は車に搭載されている個々のコントローラー情報 (VAG
ナンバー、コンポーネントナンバー、コーディングナンバー、ワークショップコード、フ

ォルトコード) を表示することができます。 
 
まず Select Chassis Typeでシャーシタイプを選びます。 

CAN対応車種の場合は Auto Detect を選択することができます。これは通常のオートスキ
ャンよりも短時間でコントローラーをスキャンすることができます。 
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VCDSディレクトリ内には AUTOSCAN.TXTという名前のファイルがあります。この中に
それぞれの車種のコントローラーのアドレス情報が含まれています。 Chassis type 
selectionのリンクをクリックするとこのファイルが開き、それを編集して自分の車用のデ
ータを付け加えることができます。自分の車にどのコントロールモジュールが搭載されて

いるかは Control Module Finder機能で調べることができます。 



  
Display Freeze Frame Dataにチェックを入れるとフォルトコードのフリーズフレームデ
ータを KWP-2000プロトコルによって付け加えることができます。注：現在のところフリ
ーズフレームデータを呼び出せるのはごく一部のモデルだけです。 

[Start]でオートスキャンを開始します。オートスキャンが終了するまでには数分かかりま
す。スキャン中、それぞれのコントローラーの Open Controller画面と Fault Code画面が
切り替わって表示されていきます。全てのコントローラーのスキャンが終了すると Auto 
Scan画面に戻ります。ハードウエアとソフトウエアで異なるパーツナンバーを持つコント
ローラーでは HW、SWそれぞれのパーツナンバーが表示されます。赤字で表示されたコ
ントロールモジュールの名前をダブルクリックすると Fault Codes画面が開きフォルトコ
ードを消去することができます。 
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[Stop]をクリックするとオートスキャンを中止します。 
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[Gateway Installation List] 
CAN対応車種でのみ使用可能です。これを使用すると約 3秒という高速で車に搭載されて
いる全てのコントロールモジュールとその状態 (Status) の一覧を表示することができます。 
フォルトコードが出ているモジュールは "Malfunction (不具合)" と表示されます。 
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[Clear All DTC's] 
オートスキャンで表示した全てのフォルトコードを消去する機能です。CAN-Bus以前の車
では、個々のコントローラーにアクセスし個別にフォルトコードを消去していきます。

Can-Bus対応車種ではコントローラーにアクセスせずに一括して全てのフォルトコードを
消去します。 

 

 

 

 

 

 

Results： 

[Copy] 
オートスキャン画面を閉じるとオートスキャンの結果のデータは全て消去されます。記録

を残したい場合には[Copy]ボタンを先にクリックしておき、結果を他のアプリケーション
ソフトに貼り付けておくようにしてください。 

[Print] 
オートスキャンの結果をプリンターに出力します。  

[Save] 
オートスキャンの結果を VCDS\Logsディレクトリに保存します。 

[Clear] 
オートスキャンの結果を消去します。これによってフォルトコードは消去されません。 

[Close]をクリックすると Main Screenに戻ります。 



VCDS - Control Module Finder 
 

  
この機能は全てのアドレスをスキャンして車に搭載されている全てのコントローラーの情

報を表示します。表示されるデータはアドレス、プロトコル、コントローラーの VAGナ
ンバー、コンポーネントナンバー、ソフトウエアコーディングナンバー、ワークショップ

コードです。 

Use CAN Onlyにチェックを入れると K-lineのスキャンは除外します。 

[Start]でスキャンを開始します。 

[Stop]で作業を中止します。  

Results： 

[Copy] 
画面を閉じるとスキャンの結果のデータは全て消去されます。記録を残したい場合にはこ

のボタン保存しておくようにしてください。 

[Print] 
結果をプリンターに出力します。  

[Save] 
結果を VCDS\Logsディレクトリに保存します。 

[Clear] 
結果を消去します。 
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[Close]をクリックすると Main Screenに戻ります。 



VCDS - Applications 
 

 
 

Transport Mode (トランスポートモード) 
CAN対応車種にはトランスポートモード機能が採用されています。これはディーラーなど
で長期間車を使用しないときなど、バッテリーの低下を防止するために車を「冬眠」の状

態にする機能です。 
 
[Activate Transport Mode]をクリックすると必要最低限のシステム以外の機能が停止し、
トランスポートモードに入ります。 
 
[De-activate Transport Mode]をクリックすると車はトランスポートモードから通常の状
態に戻ります。 
 
Audi A7 (B7) の場合、トランスポートモードを解除する手順は異なります。 

[Select] 
[17 Instruments] 
[Adaptation - 10] 
チャンネル 99を表示させ 
New Valueに 0を入力します 
[Test] 
[Save] 

 

Check for and erase faults（フォルトチェックと消去） 

[Gateway Installation List] 
CANを採用している車種のみで使用できます。通信速度が非常に速いため、この機能を使
うと 3秒ほどで全コントローラーの特定とその状態 (Status) を調べることができます。   
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詳しくは「オートスキャンの方法」を参照してください。 



 
 
[Erase All DTC’s] 
それぞれのコントローラーにアクセスせずにフォルトコードを消去できます。  

 

    
 
[Controller Channels Map]ECU内の最大 255のメジャリングブロックグループとアダプ
テーションチャンネルをスキャンし、”マップ”  を作成します。これは CSV または PLB 
("Prototype Label, Blocks") ファイル形式で保存されます。 
Controller Address（エンジンコントローラーの場合は 01、など）を選び、Login or 
security access code（ログインまたはセキュリティコード）を入力し、メジャリングブロ
ックまたはアダプテーションを選びます。 
 
 [Go]をクリックすると スキャンが始まり、その結果が自動的に C:\Ross-Tech\VCDS\Logs
などに保存されます。 
 
[Done, Go Back]で Applications画面に戻ります。 
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EDC-15 Mileage checker 
 

 
 
[EDC-15 Mileage]2000年以降の一部の ECUでは走行距離をチェックすることができます。  

 
 

[Done, Go Back]で Applications画面に戻ります。 
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SRI Reset（サービスリマインダーのリセット） 
 
[SRI Reset]はこの機能が備わっている車両のサービスリマインダーをリセットする機能で
す。VCDSは自動的に Instrument Cluster（インストゥルメントクラスター）にアクセスし、 
ラベルファイルを参照して SRIの情報と、現在インストゥルメント内に保存されているデ
ータを取得します。新しい数値はキーボードで入力するか、リストボックス内から選択し

ます。  
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[Perform SRI]をクリックすると、入力した数値が保存されます。 
 
注意:  この機能は対応するラベルファイルがない場合には使用できません。 

[Done, Go Back]で Applications画面に戻ります。 
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 Options Screen 
 

  
Options画面では VCDSの初期設定、その他の設定を行います。 

 

 49 

Options画面はタブによって 2種類の内容が選べます。 



Port and Protocol Options（ポートとプロトコル） 

Select COM Port 

インターフェースを PCに接続するポートを選びます。 

次に[Test]をクリックし PCがインターフェースを認識しているかどうか確認します。詳
しくは Getting Startedの項目をご覧ください。 

 

[LED’s]ボタンをクリックするとインターフェースの LEDを点滅させポートからの出力状
態を確認することができます。 

 

Protocol Options 

• Start Baudは VAG-COMがコントローラーに接続したとき最初に使うボーレー
トです。VCDSは適切なボーレートを検知するシステムになっているため、デフ
ォルトの設定では 0のままです。現在のインターフェースではこれは変更でき
ないようになっています。  

• KW2 Delayは PCと車とのセッションの初期化にかかる時間です。デフォルト
の設定では 30になっています。基本的にこの数値は変更しないでください。  

• TST Addr.は KWP-2000が使用するパケットアドレスに関する数値です。デフ
ォルトの設定では-1です。基本的にこの数値は変更しないでください。  

• Debug Levelは VCDSが記録するデバッグの回数を設定します。特に問題がな
い場合はこの数値は 0のままにしてください。 

• Blk Intはプロトコルタイミングに影響を与えます。を設定します。デフォルト
の設定では 55です。メジャリングブロックでサンプリングレートを高めたい場
合などにはこの数値を 25に変更してください。ただしこの場合には一部のコン
トローラーとの通信状態が不安定になる可能性があります。  
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• Char lntもプロトコルタイミングに影響を与えます。デフォルトの設定では 1
です。メジャリングブロックでサンプリングレートを高めたい場合などにはこの

数値を 0に変更してください。ただしこの場合には一部のコントローラーとの
通信状態が不安定になる可能性があります。 
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• KP2 Timeは KWP-2000プロトコルを使用するコントローラーのみに関係しま
す。デフォルトの設定は 25です。この数値を低く設定するとメジャリングブロ
ックでサンプリングレートを高めることができます。  

• CAN Timeoutはコントロールモジュールからの信号の待ち時間を設定します。
特に問題がない場合はこの数値は 0のままにしてください。  

 
Init Parameters 

• Bypass OBD-II Fastinitは Generic OBD-Ⅱを使用する車に接続困難な場合にの
みチェックを入れてください。 

•  Force K on Engineは CAN-Bus対応車種に用います。K-lineと CAN-bus両方
をサポートするコントロールモジュールでは、データーロギングの際に K-line
を使用することによってサンプリングレートが高まります。ここにチェックを入

れると K-lineを使ってデータロギングすることができます。全てのモジュール
が K-lineに対応しているわけではないため、通常ここにはチェックが入ってい
ません。 

• Bypass CAN Initは VCDSMが CAN-Busをバイパスさせたい場合にチェックを
入れます。 

• Force Dumb Modeにチェックを入れるとボーレートの自動設定が OFF  になり
ます。 

 
Reduce CPU Usage は VCDSと同時に使用中の他のアプリケーションソフトの反応性を

高めます。ただしサンプリングレートが低くなります。 

• KWP-1281: デフォルトの設定ではチェックは入っていません。チェックを入れ
ると KWP-1281を使用するコントローラーに接続したときに CPUの負担を軽く
できます。これを使用すると一部のコントローラーとの通信状態が不安定になる

場合があります。 

• KWP-2000: デフォルトの設定ではチェックは入っていません。チェックを入れ
ると KWP-2000を使用するコントローラーに接続したときに CPUの負担を軽く
できます。 

  
[Restore Defaults]は全てのプロトコル設定 (ワークショップコードとインポーターナンバ
ーを除く) をデフォルトの設定に戻します。 
 
 
Workshop Identification 

• Shop Name (ショップネーム) はフォルトコードの結果などに表示されます。  

• WorkShop Code (ワークショップコード) はそれぞれのディーラーに割り当て
られた番号です。デフォルトの設定では 00000になっています。 
  
注意：ディーラーでない限り、ワークショップコードは 00000のままで問題あ
りません。この状態ではスキャンした後もワークショップコードはコントローラ

ーに残りません。 

• VZ/Importer (インポーター) ナンバーはデフォルトの設定では 000になっていま
す。 



 
注意：ディーラーでない限り、インポーターナンバーは 000のままで問題あり
ません。この状態ではスキャンした後もワークショップコードはコントローラー

に残りません。 

• Equipment Number (イクイップメントナンバー)は新しいコントロールモジュ
ールをコーディングする際に必要になることがあります。この場合にはどんな番

号を入力しても問題ありません。デフォルトの設定ではこの番号は 00000にな
っています。 

User Interface 

• Disable Soundsにチェックを入れると、VCDSの動作音（オートスキャン終了
のアラームなど）を消音することができます。 

• 256 Color Mode for old PC's VCDS画面の背景を青から白へ変更できます。変
更は一度 VCDSを終了して再起動させた後に有効になります。  

• Left Margin Printing 印刷の際の左側の空白スペースの幅を変更できます。  

• Window Size VCDS画面のサイズを変更できます。変更は[Save]で設定を保存
し VCDSを再起動した後に有効となります。  

 

Check for Free updates 
PCがインターネットに接続している場合、VCDSはソフト起動時に自動的にア
ップデートの有無を調べ、アップデートがある場合にはそれを通知します。 
 
リストボックスから自動アップデートの設定ができます。また、[Check for 
updates now]でその場でアップデートのチェックを開始することもできます。 
 
 

[Save]で現在の設定を保存します。 

[Apply]で現在の設定を保存せずに適用します。  

[Cancel]で設定を変更せずに Main Screenに戻ります。 
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VCDS - About Screen 
 
 

 

 
License Info 

• Serial Number (シリアルナンバー) はインターフェースをつなぎ、VCDSを使
用するまでは “Please test on car before registering” の表示になっています。
VCDSを一度使用するとインターフェースのシリアルナンバーが表示されるよう
になります。 

• License Status は特に問題がない場合 “Fully Registered / Activated” の表示にな
ります。 
 

Main Screenに戻るには[Go Back]をクリックしてください。 
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http://www.ross-tech.com/index.html

